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「
思
い
出
の
ふ
る
さ
と
里
帰
り
再
会
事
業
」

の
コ
ー
ス
設
定
や
事
業
者
募
集
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
こ
の
事
業
は
、
島
原
出
身
で
里
帰
り
の
機
会

の
な
い
方
に
対
し
、
友
人
、
知
人
と
の
再
会
の
場

と
し
て
宿
泊
施
設
、
食
事
処
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
魅
力
あ
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
そ
の
情
報
提
供

を
行
う
も
の
だ
が
、
コ
ー
ス
は
本
人
の
意
向
を
聞

い
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、
事
業
者
は
ホ
テ
ル
、

飲
食
店
、
交
通
機
関
等
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
「
彩
発
見
し
ま
ば
ら
み
ど
か
っ
隊
事
業
」
と

「
船
と
島
原
よ
か
と
こ
周
遊
創
造
事
業
」
は
着
地

型
観
光
へ
の
取
り
組
み
だ
と
思
う
が
、
今
回
の
事

業
を
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
に
し
て
、
改
善
点
を
明
ら
か

に
し
て
次
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
観
光
行
政
に
携
わ
る
上
で
、
プ
ラ
ス
の
と
こ

ろ
と
マ
イ
ナ
ス
の
と
こ
ろ
を
十
分
把
握
し
な
が
ら

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
①
保
護
・
保
全
、
②
教
育
・
学
習
、
③
観
光

振
興
、
④
産
業
振
興
の
今
後
の
取
り
組
み
と
組
織

体
制
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
①
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会

や
環
境
省
、
国
土
交
通
省
、
長
崎
県
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
地
質
遺
産
の
保
全
、
保
護
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
②
今
年
度
は
、
小
学
校
六
年
生
が
島
原

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
「
自
分
の
ま
ち
を
体
感
し
よ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習
す
る
計
画
を
し
て
お
り
、

中
学
校
一
年
生
で
は
「
島
原
半
島
ジ
オ
さ
ら
く
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
雲
仙
普
賢
岳
災
害
記
念
館
の
寺
井
先
生
を

講
師
に
招
き
、
校
区
内
の
地
質
資
源
を
掘
り
起
こ

し
て
作
成
し
た
教
材
を
使
用
し
、
地
質
資
源
の
成

り
立
ち
や
性
質
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
防
災
に

つ
い
て
学
ぶ
授
業
を
小
・
中
学
校
で
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
各
地
区
の
女
性
学
級
や
高
齢

者
学
級
で
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
の
講
座
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
③
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連

絡
協
議
会
事
務
局
と
半
島
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
客

誘
致
を
行
う
島
原
半
島
観
光
連
盟
と
連
携
し
な
が

ら
、
効
率
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
体
制
の
確
立

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
④
地
元
の
特
産
品
、
食
材

あ
る
い
は
湧
水
を
用
い
た
従
来
の
商
品
に
加
え
、

新
鮮
な
食
材
を
活
用
し
た
名
物
料
理
の
開
発
に
も

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
地
区
社
協
に
つ
い
て

　
◇
公
共
施
設
等
の
駐
車
場
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　
　
近
年
の
発
注
工
事
高
の
推
移
と
、
市
内
、
市

外
業
者
の
落
札
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
十
九
年
度
が
十
二
億
千
二
百
万
円
、
二
十
年

度
が
十
一
億
八
千
九
百
万
円
、
二
十
一
年
度
が
十

五
億
八
千
百
万
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
市
内
業
者

へ
の
発
注
金
額
は
、
十
九
年
度
が
十
一
億
五
千
九

百
万
円
、
二
十
年
度
が
十
一
億
四
百
万
円
、
二
十

一
年
度
が
十
三
億
八
千
三
百
万
円
で
あ
る
。

　
　
工
事
業
者
の
指
名
選
考
の
基
準
と
、
不
況
下

で
の
資
材
業
者
を
含
め
た
市
内
業
者
の
保
護
・
育

成
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
施
工
実
績
や
施
工
能
力
、
経
営
状
況
等
の
ほ

か
、
地
元
業
者
の
育
成
及
び
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
、
特
殊
な
工
事
を
除
き
市
内
業
者
を
優
先
的

に
選
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
資
材
の
使
用
も

材
料
選
定
の
際
に
お
願
い
し
て
い
る
。
育
成
に
つ

い
て
は
、
最
低
制
限
価
格
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

工
事
請
負
額
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
工
事
検

査
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
建
設
工
事
に
お
け
る
施

工
業
者
の
技
術
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
　
大
型
物
件
も
地
元
業
者
に
発
注
で
き
な
い
か
。

　
　
大
規
模
で
難
易
度
の
高
い
工
事
は
、
共
同
企

業
体
で
の
発
注
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
共
同
企

業
体
で
の
発
注
を
行
う
場
合
に
は
、
結
成
す
る
組

み
合
わ
せ
を
、
市
内
業
者
と
市
外
業
者
の
組
み
合

わ
せ
、
ま
た
は
市
内
業
者
で
の
組
み
合
わ
せ
を
要

件
と
す
る
な
ど
、
大
規
模
工
事
も
で
き
る
だ
け
市

内
業
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
学
校
間
で
体
験
授
業
の
交
流
は
で
き
な
い
か
。

　
　
各
学
校
で
地
域
の
特
性
や
実
態
に
応
じ
た
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
が
、
体
験
学
習
に
よ
る

学
校
間
の
交
流
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
　
三
会
中
学
校
の
命
の
体
験
学
習
を
ほ
か
の
中

学
校
に
広
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
鶏
を
育
て
て
最
後
は
食
べ
る
と
い
う
教
育
だ

が
、
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

　
　
地
域
の
文
化
を
子
供
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
三
世
代
交
流
事
業
な
ど
の
体
験
学
習
を
社
会

教
育
行
政
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
九
州
に
多
い
と
さ
れ
る
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病

　
　
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）
に
つ
い
て
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小
・
中
学
校
の
体
験
学
習

に
つ
い
て

　
市
発
注
の
公
共
工
事
実
績

状
況
と
今
後
に
つ
い
て

　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
に
つ
い
て

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て


